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^ ～ Jl'での系の特徴は次の点である｡ ^ < ●^では二つの同等なアトラクターが存在しており､
どちらのアトラクターに落ち着くかは初期値に依存する｡また二つのアトラクターはそれぞれ右もしくは左に
ドリフト連動している状態を表している｡ ^> ●^では^< ●^での二つのアトラクターが融合し､-つ
のアトラクターを形成している｡その結果として方向に関する対称牡が回復し､拡散状態が実現されている｡






^ ～ '^近傍での粒子の跳びu.は^ < '^ではu.=+1か -1のいずれかであり､jL> ●^で
はバンド融合によりtL,.は+1,0,-1の値をとり得る｡u.は長時間平均は0であるが +1,0,-1と大きく
ほらぐ丑である｡u.の統計的性質を明らかにするために次のような揺動スペクトル法を用いて解析した｡



















































_y - .'で 汀.














-4 -2 L 2 4
JC
FSg.4-C
l
0
-1 α 1
A,+,X はそれぞれ`= とこ生=2.0×10-3,2.Ox10-2,2.0×10-1である^
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